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鍛者はこの間， r施議と経営j なる問題議論争持ちつつ，カラマツの I~ij伐方議iζ銭l誌を当てて
各簡の育林経営体を遊び，事例研究を行ってきた。その結果，経営条件と間伐施議状況の多様性
を摘出して抱強ずることができ，そして，現行の間伐のやり方が将来における宵林経営の確立の















表 1 林野所有形態別のカラマツ巡林対h街談 (57.4.1現在)
単位:千 ha，(%) 
総 数 一般民有林 道有林 l'm有林
総林野面積 5，624 1，784 616 3，224 
人工造材、地商務l(A) 1，405 651 122 632 
人工遊林事 (25.0) (36.5) (19.8) (19.6) 
カラマツ巡林地図穣(お) 501 362 17 122 








造林地の57%は道東の 4文ITにあり， ζの道東における人工法林中のカラマツ林のシェアーも 68
%と潟い。とりわけ ζのシェアーは十舗で84%とひときわi持率なのが自を百|く。支庁別では，十
炎2 …1俊民有林の:lil!域5JI]，林銭告別カラマツ7iiirtiおよびそのシ且アー
巡衛官1・ 630 1，460i 4，161 5， 1，206 14，527 (4.0) (22.9) 
波 j誌 328 903 2，722 3， 857 9，848 (2.7) (23.2) 
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この間伐材のi智大に伴なって表5で見るように，パルプ・チップ用i向けの比率が高まり， 4 ¥1J 
J近くのシェアーや占めるにヨさった。筏級自uでは 8----13αnクラスのものが各年j交を通じて最も多
く，かっ，そのシ且アーが年々i科大している (56:句きでは41.8%)。また悶， )，立の間伐補助金行政




ば7"'" 9 ¥liU) 20) ， 戦前期および昭和初年代までのカラマツ造林は， ζ の坑木舟潟袈 ì5?~討てにして
なおねてきたといってもよいものであった。従ってその部磁波貌は激しい(特に30年代後半から
は東京周辺の都市開発用仮設材として送り込まれるようになる)。他商ζれによって， ζの|潤l乙




林で 203=fri，滋有林で71千ぱ(いずれも立木材t1'1)と，かなりの ζ述しているo これらはほ
ぼ間伐材と見てよいであろう。しかるに…方，一般民有林は近年間伐材比本が{Ilびてきたとはい
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1紛級のものが:授も多い。 ζ れを地域別に見ると間r~!的にも材積的にも遊間. ;l道央，道北では 6紛
級， $Jl恥十!日3では 5齢級，縦走では 4j:始級のものが故大である。縦走，初|時で 5齢級での皆伐
子容は 2%~を越えている。 ζ の畿では訴しえなかったが担謹材積が最も大きかったi紛級は，十J!9J
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合 3f船級で11.75杉 4齢級で13.5%，5 f給級で10.1%となっている。 1&みに間伐率10%とは， 10 
年に 1度開戊を行うことである。通常間伐を行う林家は10jドに 1皮は行うわけだから， 1関イ持率5
%であれば半数以上の林家が閥伐を施おずに放践している ζ と告訴す。











的lζl~大した 55 ， 56~年になって(前出議 4 'd?参)\誌のこと)， その災施状況に地域絡謹が腕われ，
十!踏を策閣にしてuElがりなりにも間伐胞議が軌道に梁る地域が脱出してきたといえるのである。
生井氏は， r間伐については事識の効率性追求によって単位商総当たりの伐採就が増加蹴向に






生林分・ 6 列に 1 列を l盟主主接材路令謙ねて列状伐J采し，~子学列 lζ定性向伐を力n味。搬出 iζは小型
トラクタ-'d?利用)， ;際:Ji号営林鴇パイロット・フヰレストでは立木材秘で24.5ぱ(15年生林分。












言受8 カラマツ製材、の用途別・地域別出荷数のHfl移 単位:千1TI. (96) 
年!ffi:芝~九 恥~九% 総数 強策j召 土木耳j 闘将器題担 ダンネージ ドラム材jパレット材 その{也
136.4 42.1 21.1 30.9 2.0 18.2 6.8 9.4 4.1 
(100.0) (40.3) (15.7) (23.0) (1.5) (13.5) (5.0) (7.0) (3.0) 
47 
道内 51.2 32.4 9.1 0.7 1.3 0.9 1.2 3.1 2.5 
滋外 83.4 9.7 12.0 30.2 0.7 17.3 5.6 6.3 1.6 
135.3 40.7 19.6 39.0 5.6 11.8 4.1 8.8 5.7 
(100.0) (30.1) (14.5) (28.8) (4.2) (8.7) (3.0) (6.5) (4.2) 
48 
巡内 57.7 31.6 8.3 2.8 4.2 1.2 0.4 5.1 4.1 
巡外 77.6 9.1 11.3 36.2 1.4 10.6 3.7 3.7 1.6 
102.7 28.9 11.3 25.1 5.7 16.4 1.6 1.1 2.6 
(100.0) (28.1) (11.0) (24.4) (5.6) (16.0) (1. 6) (10.8) (2.5) 
49 
道内 42.3 21.6 5.6 2.1 3.3 1.9 0.1 5.7 2.0 
巡外 60.4 7.3 5.7 23.0 2.4 14.5 1.5 5.4 0.6 
詩1・ 110.3 30.2 14.6 30.7 4.6 14.9 2.1 9.7 3.5 (100.0) (27.4) (13.2) (27.8) (4.2) (13.5) (1.9) (8.8) (3.2) 
50 
述内 48.9 27.0 8.9 2.4 2.0 1.4 0.3 4.8 2.2 
巡外 61.4 3.2 5.7 28.3 2.6 13.5 1.8 4.9 1.3 
立十 144.8 27.9 18.7 45.3 4.9 24.8 3.2 12.3 
7.7 
(100.0) (19.3) (12.9) (31.3) (3.4) (17.1) (2.2) (8.5) (5.3) 
51 
巡J13 55.1 26.2 8.9 1.5 2.6 1.7 6.8 7.4 
i度外 89.1 1.7 9.8 43.8 2.3 23.1 3.2 5.5 0.3 
計 153.1 28.2 17.9 46.8 6.8 27.8 3.6 13.7 8.3 (100.0) (18.4) (11. 7) (30.6) (4.5) (18.2) (2.3) (8.9) (5.4) 
52 
述内 64.3 25.2 13.3 4.2 4.0 2.7 0.5 7.2 7.2 
i泣外 88.8 3.0 4.6 42.6 2.8 25.1 3.1 6.5 1.1 
167.3 23.0 23.1 55.6 9.9 28.4 3.8 18.9 4.6 
(100.0) (13.7) (13.8) (33.2) (5.9) (17.0) (2.3) (11.3) (2.8) 
53 
i度内 65.0 21. 9 15.1 5.3 2.0 2.1 1.9 12.4 4.2 
滋外 102.3 1.1 8.0 50.3 7.9 26.3 1.9 6.5 0.4 
li，' 
182.0 26.0 19.1 65.3 7.6 29.0 3.4 22.9 8.7 
(100.0) (14.2) (10.5) (35.9) (4.2) (15.9) (1.9) (12.6) (4.8) 
54 
道内 62.0 24.0 12.0 5.3 2.8 1.9 0.4 8.7 6.9 
巡外 120.0 2.0 7.1 60.0 4.8 27.1 3.0 14.2 1.8 
li' 200.7 27.9 25.4 71.3 1.6 30.5 3.7 25.6 4.7 (100.0) (13.9) (12.7) (35.5) (5.8) (15.2) (1.8) (12.7) (2.4) 
55 
滋 i仔 73.8 26.0 17.8 9.9 4.6 2.8 0.1 自.0 3.6 
巡外 126.9 1.9 7.6 61.4 7.1 27.7 3.6 16.5 1.1 
設1・ 19.3 12.1 115.4 17.7 36.5 3.9 28.6 15.4 (100.0) (7.7) (4.9) (46.4) (7.1) (14.6) (1.6) (11.5) (6.2) 
56 
i誼!勾 62.1 18.7 8.5 8.6 4.8 1.1 0.8 8.3 11.3 

















































j羽 途 5JU 総 h立
52 十 1m 132，261 
&:F 議1 路 29，712 21 14 
53 日券 130，078 49 26 3 16 
1:f' 議1 i務 25，834 24 13 56 
54 1m 153，625 50 21 2 21 
年 銀1 路 31，627 25 16 53 
196，009 35 12 2 47 
59，532 18 11 69 
m静 253，475 45 9 2 42 






























CI ~t;兇， ~lI hl告の場合は各正予 4 月時点での材仰であり，長野y誌の場合はおよ]::の各月単純平均材担Iiである。




斜路 I5，305 19 15 l 36 26 I 3 
十 1]; 55，601 7 8 44 12 9 100 
~II 路 5，429 14 6 23 2 18 37 100 
十 j路 10 7 44 9 8 100 
iI[!1I路 '， 20 i 18 3 31 100 
十!路 66，127 9 9 43 11 8 100 
@I 路 7，292 6 i 31 6 17 34 100 
附f~ IlJi 76，620 8 2 47 16 100 
~II IE5 9，543 3 O 58 5 16 100 
@滋林務部「カラマツ製材流通繍蕊淡jより作成。ただし， 56停の鎖|舶については一部修正。
120 
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~を56&:β災級で列記しておくと，欄包材では十勝，縦走がそれぞれ31% と 43% (以下問1m)，製溺材・仕
組J阪ではそれぞれ69%と12%，パレット材は37%と23%， Iごうム桜は59%と24%，ダンネージは18%と67




















This thesis is the economic study on the curl'ent state of LarchωFol'・邑stryin Hokkaido， 
thl'ough the analysis of various kinds oI statistical data. 
The timber market in Hokkuido is overwhelmingly under the contl'ol oI th邑timbel'pl'od在ced
Irom the natul'乱1Iorest， but l'ecently the market of the 10gs I1'om the man-made IOl'est has 
been g1'品suallyIo1'med. And the sl1al dial1eter c1ass la1'ch-1og is the hurbinge1' oI its ma1'ket. 
The 1u1'ch-1og l1a1'ket depends he乱vilyupon the demund oI the pu1p wood and 1ow-grade 
saw til1ber (ex. used as the packing materiu1s). Consequent1y the l1u1'ket is too poor to I01'l1 
the high 1eve1 til1ber pric色.
Being influellced by those envirollm記nts，the establishl1ent oI the uffol'estatioll-managemellt 
is now on the cl'itical aspect. '1'he aballdonmell t of thinning is widely developing， and on 
the contrary the rate oI thinnil1g isI1'e司uentlyexcessive to keep deficit aw乱y. On the othel' 
hand， the clea1' cutting at the young stag'e oI for・estage (15-25 yeal's) also tends to develo[J 
evel'yw he1'e extel1sively. 
